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が
結
成
さ
れ
、
同
年
「
花
か
つ
み
園
」
が

設
置
さ
れ
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
鮮
や
か
に
紫
色
に
輝
く
「
花

か
つ
み
」
を
鑑
賞
し
て
、
初
夏
の
訪
れ
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。

一
般
公
開
の
期
間

　

六
月
四
日（
日
）〜
十
八
日（
日
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

早
朝
開
放
（
写
真
撮
影
な
ど
）

　

六
月
十
日（
土
）、
十
一
日（
日
）

　

午
前
六
時
か
ら

�□
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１　
（
内
２
８
０
）

　

期
間
中
は
短
歌
、
俳
句
、
狂
俳
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
園
内
の

ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

花
か
つ
み
は
、
ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
。

野
花
菖
蒲
（
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
）
で
、
鮮

や
か
な
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

室
町
年
間
に
伯
耆
（
ほ
う
き
ー
鳥
取
県

西
部
）
の
国
か
ら
草
木
の
下
芳
池
に
移
植

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）、
桶
狭
間
の
合

戦
の
際
に
、
徳
川
家
康
の
武
運
長
久
を
祈

り
、
家
康
の
生
母
於
大
の
方
が
坂
部
城
で
、

こ
の
花
か
つ
み
を
「
勝
つ
」
と
い
う
言
葉

に
心
を
込
め
て
仏
前
に
捧
げ
た
と
い
う
伝

説
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
は
「
幻
の
花
」
と
騒
が
れ

て
盗
掘
に
あ
い
、
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
、
ひ
と
り
の
植
物
愛
好
家
が

自
生
の
一
株
を
発
見
、
そ
の
後
地
元
の

人
々
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
「
花
か
つ
み
保
存
会
」

　

草
木
地
区
に
あ
る
花
か
つ
み
園
で
、
保
存
会
（
竹
之
越
隆
幸
会
長
）

に
よ
り
、
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い
る
「
花
か
つ
み
」
の
一
般
公
開
が

始
ま
り
ま
す
。
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